
するものさしになるだろうと考える。よく取り組んだ者が適正に評価される，テスト本来の目的に

沿った良問の増加を望む。 

 

フランス語を第一外国語として履修できる高等学校同士は，お互いに連絡を取り，情報を共有す

るよう努力を続けている。どの学校も抱える喫緊の問題は，「大学受験科目としてのフランス語」

が今後どのようになっていくのかである。教育改革の荒波の中で，情報が得られにくい科目をあえ

て選ぶ，知的好奇心に満ちた若者たちが育ってきている。「英語も」学習した「フランス語」受験

者は，物事に対してよりグローバルな視野を持っていると言える。多様性の重視が自分たち世代に

は欠かせないという感覚をすでに持ち合わせているのだ。 

 

要望は以下のとおりである。 

１．まずは，まっすぐに正解の選択肢にたどり着ける問題にしていただきたい。とはいえ，マー

クセンス方式のもつ性格上，難解な問題であれば，消去法によって正答に行きつくことはあり

うる。この場合も，確かな知識と理解に基づいて「消去」するのであれば，これもまた識別力

の測定に資することは否定しない。けれども，真の識別力を測るには，自信をもって正解を選

べることが望ましい。そのためには，基礎レベルでの出題をお願いする次第である。 

２．海外生活の経験がない高校生であっても解ける問題にしていただきたい。もちろん，日本に

いても会話表現やコロケーションを様々な媒体を通じて知ることは可能である。とはいえ，あ

くまでも学習の場で学んだものであり，実生活のなかで身につけたものではないので，知識は

限定的である。一般的な高校生にとって，その種の知識を問う問題は，考えて解ける性質のも

のではないという意味で「難問」である。 

３．多くの問題に見られたような，基礎的な知識を問う識別力のある問題を今後もさらに増やし

ていただきたい。１．２．で触れた応用的な問題は，量的には決して多くはないのであって，

大多数を占めたのは，基礎的な問題であった。その比率が今後もさらに上がることを期待した

い。 

 

この場をお借りして大学関係者の方々にお願い申し上げたい。ぜひ「フランス語」受験者の大学

入学受験機会の増大をご検討いただきたい。こうした知的好奇心・学習意欲にあふれた生徒の受験

機会が増加に転じることで，「フランス語」受験者が増加し，大学に一層の多様性がもたらされる

ことを願う。各大学が多言語試験を実施することは，日本の教育のグローバル化を進める一助にな

る，と確信する。 

そして，その際は「共通テスト」を利用していただくことができる，と繰り返しお伝えする。共

通テストは，受験者の実力をはかる識別力の高い問題である。その共通テストを現在のみならず将

来のフランス語学習者のためにも，大学教育の入口として今後も幅広く実施・利用していただきた

い。 

 

第２ 問題作成部会の見解 

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲） 

○ 英語以外の外国語については，『筆記』テストを課し，「リスニング」テストは実施しないが，

以下のように可能な限り外国語によるコミュニケーション力を評価する。 

・コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，情報や考えなどの概要や要点，詳

細，話し手や書き手の意図などを的確に理解する力を引き続き重視する。 

・併せて，高等学校において，「聞くこと」・「読むこと」・「話すこと［やり取り］，［発表］」・「書

くこと」を統合した言語活動の充実が図られることを踏まえ，情報や自分の考えを適切に表現

したり伝え合ったりするために，理解した情報や考えを整理したり，何をどのように取り上げ

るかなどを判断したりする力を重視する。 

・また，コミュニケーションを支える基盤となる知識や技能についても，引き続き評価する。 

○ 問題は，高等学校学習指導要領「外国語」の目標及び内容等に対応したものとし，CEFR等を参

考に作成する。 

また，大学教育を受けるために必要な能力を把握できる問題とするが，高等学校において英語

以外の外国語を初めて履修する者もいることも考慮し，多様な入学志願者の学力を適切に識別で

きるようにする。 

２ 各問題の出題意図と解答結果 

センター試験から共通テストへの移行に伴い，大問ごとに問うポイント（文法・語彙など）を明

確にするとともに，資料の読み取りや長文の読解に重点を置く問題構成とする変更を行った。 
これまでのセンター試験における問題作成の大枠と良問の蓄積を受け継いだ上で，基本的知識を

問う問題と，思考力・判断力・表現力等を問う問題のバランスに配慮し，問題の数，配列，配点を

見直した。具体的には，語彙問題の数を減らし，設問形式も語彙知識を直接問うものから，語句の

用法に基づいて正解を導くものに変更し，語彙問題減少分を読解問題に重点化して配分した。また，

大問の配列を，発音，文法，語彙・表現，整序作文から意味内容，読解へと問題の漸進性に配慮し

て変更した。今年度もこの形式を踏襲するとともに，思考力を問う問題をより重点化した。 
なお，フランス語の表記は従来の正書法に従っているが，近年フランスの学校教育に導入された

新たな正書法と齟齬が生じないよう配慮した。最近の傾向を踏まえ，また，受験者に分かりやすく

との配慮から，大文字にもアクサン記号を付けている。 
第１問 発音問題 

つづり字の読みを通して，「聞く，話す」能力の基礎となるフランス語の発音に関する基本的

知識を問う問題である。つづり字と発音の関係の理解度を試すために，できるかぎり多様な出

題を心がけた。 

問１は語頭と語中の « ill » の発音を問うもので，正答率が高かった。問２は語末の « f » の

発音の有無を問うもので，成績中位層以上に対する識別力は高かった。問３は語中の « e » の

発音を問うもので，正答率も標準的，識別力が高かった。問４は語末の « s » の発音の有無を

問うもので，正答率が高く，識別力も十分なものであった。問５は「語末の子音と後続する単

語の語頭の母音のリエゾンの規則」を問うもので，正答率はやや低かったものの，成績中上位

層に対する識別力は高かった。 
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第２問 語形変化の問題 

 語形変化を文法・語彙の知識と関連づけて問う複合的問題である。できるだけ多様な品詞に

わたって出題するよう配慮した。文法，つづり字に関する基礎的な知識を広く試すよう努めた。 

 問１は動詞 souffrir からその過去分詞形 souffert を問う問題であり，受験者にとって難度が

高かった。問２は動詞 descendre から名詞 descente を問う問題であり，成績中位層以上に対す

る識別力が高い問題であった。問３は動詞 arriver からその名詞形 arrivée を問う問題であり，

正答率は高かった。問４は形容詞 mou からその女性形 molle を問う問題であり，識別力が高

かった。問５は形容詞 adroite からその対義語 maladroite を問う問題であり，正答率はやや低

かったものの，識別力は高かった。 

第３問 文法の問題 

 文法に関する基本的知識を問う問題である。基本的な文法事項を，偏ることなく，広く問う

多様な問題の作成を心がけた。また，他の問題と同様，問題文についても，実際に使われる自

然なフランス語になるように配慮した。 

 小問ごとに見ると，問５を若干の例外として，一定の識別力が示された。正答率の点では，

過去分詞の性数を問う問２を除き，低めに抑えられた。問１は不定代名詞，問３は人称代名詞，

問４は中性代名詞を問う，いずれも基本的な問題で，上位層の識別力が高かった。関係詞節中

での倒置とともに関係代名詞を問う問５は，中上位層においてもやや正答率が低かった。 

第４問 語彙・表現の問題  

 語彙・表現に関する基本的知識を問う問題である。与えられた文脈の中で，基本的な言い回

しや慣用表現・熟語に関する知識を問う問題の作成を心がけた。また，他の問題と同様，問題

文についても，実際に使われる自然なフランス語になるように配慮した。 

 正答率は問２がやや高めであったもののそれ以外はほぼ一定して低いことから総じて難問

であったことが伺える。例えば，多義語としての arranger を問う問３は最上位層においても四

つの選択肢の中で解答にばらつきが見られ，第４問の中での正答率が最も低かった。一方，

rendre service という熟語表現を問う問２や convenir à の基本語義を問う問５は，中上位層の受

験者を識別する良問であったと思われる。 

第５問 対話完成問題 

与えられた会話の一部から，日常生活における自然な状況を判断し，対話を完成させる問題

である。具体的で想像しやすい場面や状況を設定しつつ，内容が多様なものになるよう心がけ

た。また，できる限り明解なフランス語による表現を採用した。さらに，会話の一部だけを読

んで正答を導くことができる問題ではなく，会話全体を読まなければ正答できない問題を作る

ようにした。 

正答率には多少のばらつきが見られたが，識別力は概ね高い問題であった。問１は会話文中

の suivre le conseil という表現，選択肢の un plan d’entraînement という表現が，正答を導くため

の大きなヒントとなったと思われ，正答率が非常に高く，受験者にとって易しい問題であった。

問４は状況がやや想像しにくかったのか，あるいは reportée といった表現が難解だったためか，

正答率が低めであった。全体としての難易度は適切であったと考えられる。 

第６問 整序作文問題 

 例年の出題形式・傾向どおり，与えられた日本語を手掛かりに，平易な語彙・表現を用いて

フランス語で作文する能力を測ることを目的としている。問題の日本語文は，自然でありなが

らも正答を導きやすいものとなるよう配慮した。正しい語順を理解していなければ正答となら

ないよう工夫するとともに，空欄の位置によって難易度を調整している。 

 全体として識別力も高く，適切な作問であったと思われる。問３は他の問題に比べてやや正

答率が低かった。形容詞の最上級が定冠詞付きの名詞に後置されることによって，並べ替えが

難しかったと思われる。そのため，Cette région a connu le plus chaud l’été de son histoire. などと

してしまった受験者もいたものと想定される。問３以外の正答率は適正であり，全体としての

難易度は適切であったと考えられる。 

第７問 資料・会話読解問題 

図や表を用い，日常生活や身近な問題についてフランス語の知識・読解力を問うとともに，

それに基づいた思考力・判断力を試す問題である。受験者にとって親しみやすい題材となるよ

う心がけるとともに，図表等の資料に基づく適当な分量の文章または会話とした。ＡとＢの中

問に分かれ，内容と関連する会話なども提示しつつ，総合的に資料を読み解く能力を問うてい

る。具体的には，Ａは「レンタル農園についての案内」，Ｂは「海岸でのイベントに関する案内」

を題材とした。なお，Ａ・Ｂの設問形式，大問全体の配点は昨年同様である。 

成績上位層はおおむね正答率が高く，識別力は高く保たれた。Ａについては，問１は文章を

読み，正しい図を選択する問題，問２は会話文を読み，二か所の空欄を補充する問題，問３は

資料に関する文を読み，適切な選択肢を一つ選ぶ問題，問４は資料の内容と一致する選択肢を

二つ選ぶ問題とした。Ｂについては，問１は会話文を読み二か所の空欄を補充する問題，問２

は会話文を読みながら，適切な選択肢を一つ選ぶ問題，問３は資料を参照しながら適切な選択

肢を一つ選ぶ問題，問４は会話文を読み，資料を参照したうえで，適切な選択肢を二つ選ぶ問

題とした。 

いずれも受験者のフランス語力を試すうえで，適切な問題であったと思われる。 

第８問 長文読解問題 

論旨が明快で論理に一貫性のある文章を素材として選び，事柄の因果関係や対立などを正確

に読みとる力や，文意を正確に把握する力を測る問題である。特に今回は時事的な内容を扱う

問題となった。なるべく平易な表現を使った読みやすい題材を選択すると同時に，一般常識の

みで正答にたどり着けるような問題や，単語や成句の知識を問うだけの問題は排除するよう心

がけた。さらに，時代に即した内容としながら，論旨を追いやすくするよう十分に配慮し，論

理の展開に即して内容を把握できているかを試す問題を設けた。その結果，思考力・判断力を

的確に測ることが可能な良問になったと思われる。 

問１は下線部の具体例として適切なものを判断する問題，問２は第１段落の空欄に入る適切

な語句を選択する問題，問３は第２段落の空欄に入る適切な文を前後の内容から判断する問題，

問４は第２段落の空欄に入る適切な語彙を選択する問題，問５は接続語句を選択する問題，問

６は下線部の具体例として示されていないものを判断する問題，問７は第５段落の空欄に入る

適切な語句を選択する問題，問８は本文の内容と一致する文を二つ選択する問題，問９は本文

の内容から適切なタイトルを選択する問題であった。全体的に内容の理解度を多角的に測る問

題であったが，特に問６は識別力の高い問題であり，問９は正答率の低い難問であった。 

３ 自己評価及び出題に対する反響・意見等についての見解 

共通テストへの移行に伴う，資料の読み取りや長文の読解に重点を置く問題構成は，本年度も踏

襲されている。全体の分量についても大きな変化はない。問題形式と内容についても，例年と同様，

レベルとバランスに配慮した。得点のちらばりも適正であり，選抜試験に資するものであったと結

論づけられる。 

－360－



第２問 語形変化の問題 

 語形変化を文法・語彙の知識と関連づけて問う複合的問題である。できるだけ多様な品詞に

わたって出題するよう配慮した。文法，つづり字に関する基礎的な知識を広く試すよう努めた。 

 問１は動詞 souffrir からその過去分詞形 souffert を問う問題であり，受験者にとって難度が

高かった。問２は動詞 descendre から名詞 descente を問う問題であり，成績中位層以上に対す

る識別力が高い問題であった。問３は動詞 arriver からその名詞形 arrivée を問う問題であり，

正答率は高かった。問４は形容詞 mou からその女性形 molle を問う問題であり，識別力が高

かった。問５は形容詞 adroite からその対義語 maladroite を問う問題であり，正答率はやや低

かったものの，識別力は高かった。 

第３問 文法の問題 

 文法に関する基本的知識を問う問題である。基本的な文法事項を，偏ることなく，広く問う

多様な問題の作成を心がけた。また，他の問題と同様，問題文についても，実際に使われる自

然なフランス語になるように配慮した。 

 小問ごとに見ると，問５を若干の例外として，一定の識別力が示された。正答率の点では，

過去分詞の性数を問う問２を除き，低めに抑えられた。問１は不定代名詞，問３は人称代名詞，

問４は中性代名詞を問う，いずれも基本的な問題で，上位層の識別力が高かった。関係詞節中

での倒置とともに関係代名詞を問う問５は，中上位層においてもやや正答率が低かった。 

第４問 語彙・表現の問題  

 語彙・表現に関する基本的知識を問う問題である。与えられた文脈の中で，基本的な言い回

しや慣用表現・熟語に関する知識を問う問題の作成を心がけた。また，他の問題と同様，問題

文についても，実際に使われる自然なフランス語になるように配慮した。 

 正答率は問２がやや高めであったもののそれ以外はほぼ一定して低いことから総じて難問

であったことが伺える。例えば，多義語としての arranger を問う問３は最上位層においても四

つの選択肢の中で解答にばらつきが見られ，第４問の中での正答率が最も低かった。一方，

rendre service という熟語表現を問う問２や convenir à の基本語義を問う問５は，中上位層の受

験者を識別する良問であったと思われる。 

第５問 対話完成問題 

与えられた会話の一部から，日常生活における自然な状況を判断し，対話を完成させる問題

である。具体的で想像しやすい場面や状況を設定しつつ，内容が多様なものになるよう心がけ

た。また，できる限り明解なフランス語による表現を採用した。さらに，会話の一部だけを読

んで正答を導くことができる問題ではなく，会話全体を読まなければ正答できない問題を作る

ようにした。 

正答率には多少のばらつきが見られたが，識別力は概ね高い問題であった。問１は会話文中

の suivre le conseil という表現，選択肢の un plan d’entraînement という表現が，正答を導くため

の大きなヒントとなったと思われ，正答率が非常に高く，受験者にとって易しい問題であった。

問４は状況がやや想像しにくかったのか，あるいは reportée といった表現が難解だったためか，

正答率が低めであった。全体としての難易度は適切であったと考えられる。 

第６問 整序作文問題 

 例年の出題形式・傾向どおり，与えられた日本語を手掛かりに，平易な語彙・表現を用いて

フランス語で作文する能力を測ることを目的としている。問題の日本語文は，自然でありなが

らも正答を導きやすいものとなるよう配慮した。正しい語順を理解していなければ正答となら

ないよう工夫するとともに，空欄の位置によって難易度を調整している。 

 全体として識別力も高く，適切な作問であったと思われる。問３は他の問題に比べてやや正

答率が低かった。形容詞の最上級が定冠詞付きの名詞に後置されることによって，並べ替えが

難しかったと思われる。そのため，Cette région a connu le plus chaud l’été de son histoire. などと

してしまった受験者もいたものと想定される。問３以外の正答率は適正であり，全体としての

難易度は適切であったと考えられる。 

第７問 資料・会話読解問題 

図や表を用い，日常生活や身近な問題についてフランス語の知識・読解力を問うとともに，

それに基づいた思考力・判断力を試す問題である。受験者にとって親しみやすい題材となるよ

う心がけるとともに，図表等の資料に基づく適当な分量の文章または会話とした。ＡとＢの中

問に分かれ，内容と関連する会話なども提示しつつ，総合的に資料を読み解く能力を問うてい

る。具体的には，Ａは「レンタル農園についての案内」，Ｂは「海岸でのイベントに関する案内」

を題材とした。なお，Ａ・Ｂの設問形式，大問全体の配点は昨年同様である。 

成績上位層はおおむね正答率が高く，識別力は高く保たれた。Ａについては，問１は文章を

読み，正しい図を選択する問題，問２は会話文を読み，二か所の空欄を補充する問題，問３は

資料に関する文を読み，適切な選択肢を一つ選ぶ問題，問４は資料の内容と一致する選択肢を

二つ選ぶ問題とした。Ｂについては，問１は会話文を読み二か所の空欄を補充する問題，問２

は会話文を読みながら，適切な選択肢を一つ選ぶ問題，問３は資料を参照しながら適切な選択

肢を一つ選ぶ問題，問４は会話文を読み，資料を参照したうえで，適切な選択肢を二つ選ぶ問

題とした。 

いずれも受験者のフランス語力を試すうえで，適切な問題であったと思われる。 

第８問 長文読解問題 

論旨が明快で論理に一貫性のある文章を素材として選び，事柄の因果関係や対立などを正確

に読みとる力や，文意を正確に把握する力を測る問題である。特に今回は時事的な内容を扱う

問題となった。なるべく平易な表現を使った読みやすい題材を選択すると同時に，一般常識の

みで正答にたどり着けるような問題や，単語や成句の知識を問うだけの問題は排除するよう心

がけた。さらに，時代に即した内容としながら，論旨を追いやすくするよう十分に配慮し，論

理の展開に即して内容を把握できているかを試す問題を設けた。その結果，思考力・判断力を

的確に測ることが可能な良問になったと思われる。 

問１は下線部の具体例として適切なものを判断する問題，問２は第１段落の空欄に入る適切

な語句を選択する問題，問３は第２段落の空欄に入る適切な文を前後の内容から判断する問題，

問４は第２段落の空欄に入る適切な語彙を選択する問題，問５は接続語句を選択する問題，問

６は下線部の具体例として示されていないものを判断する問題，問７は第５段落の空欄に入る

適切な語句を選択する問題，問８は本文の内容と一致する文を二つ選択する問題，問９は本文

の内容から適切なタイトルを選択する問題であった。全体的に内容の理解度を多角的に測る問

題であったが，特に問６は識別力の高い問題であり，問９は正答率の低い難問であった。 

３ 自己評価及び出題に対する反響・意見等についての見解 

共通テストへの移行に伴う，資料の読み取りや長文の読解に重点を置く問題構成は，本年度も踏

襲されている。全体の分量についても大きな変化はない。問題形式と内容についても，例年と同様，

レベルとバランスに配慮した。得点のちらばりも適正であり，選抜試験に資するものであったと結

論づけられる。 
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高等学校教科担当教員からは「基本的な問題，例外を扱った問題，応用力・読解力を必要とする

問題をバランス良く出題する意向は読みとれる。」と方針についての評価があった。その一方で「素

直にフランス語を読み解き解答を求める問いの重要性は，より重点を置かれるべきと考える」との

指摘を受けた。「内容については応用志向が強く感得される問題が多かった。」という指摘，また「思

考力を問うために解答までに多くの段階を必要とする出題が増えること」および「試験時間の増加

がないまま，解答に時間がより多くかかる出題が増えていくのであれば，受験者への不利益に繋が

りかねない。」という意見を受け止めつつ，今後も一層，良質な問題の作成を目指していきたい。 

４ まとめ 

以上，問題作成方針，問題形式と内容，高等学校教科担当教員から寄せられた意見を踏まえて解

答結果を分析・検討し，問題作成分科会としての見解を述べた。 
今回の試験については， 識別力の高い問題が多く，幅広い受験者層への対応が的確であったと判

断できる。難易度としても試験の目的にかなうものであった。今後も高等学校における学習範囲を

逸脱しない適切な出題内容を心がけ，極度に難易度の高い問題や出題傾向の偏りを避ける配慮を維

持しつつ， 共通テストとして完成度の高い問題を作成し続けることを継続目標としたい。 

なお， 高等学校教科担当教員の方々を始め，各方面から有益な御意見を頂いたことに末筆ながら

改めて御礼を申し上げたい。 

『中国語』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前文 

令和８年度の共通テスト『中国語』の追・再試験を含む受験者は867人で，昨年度の874人に比べて７

人減少した。「外国語」受験者の約0.19％であり昨年度と同じだった。今後も大学側がより一層中国語を

入試に活用することが求められている。引き続き高等学校で中国語を学んだ高校生が進学に活用できる

客観的な水準設定が望まれる。  

令和８年度共通テストを以下の３点を拠り所に，また，15ページに記載の８項目の観点によって，総

合的に検討・評価に当たることにする。  

⑴ 共通テストは「高等学校教育の成果として身に付けた，大学教育の基礎力となる知識・技能や思考

力・判断力・表現力等を問う」試験であるという観点に立ち，学習指導要領「外国語」の目標を重視す

る。 

その際，大学教育の基礎力を踏まえ，また，高等学校において英語以外の外国語を初めて履修する

者もいることを考慮すること。 

⑵ 「高等学校における学習の成果が総合的・客観的に判断できる出題となっているか」について，以

下の教育現場からの「基本的要望」が尊重されているかを重視する。 

① 細かすぎる難解な語法を問うことはせず，基本的な文法力を問うこと。 

② 長文読解は，高校生になじみやすいテーマを選び，内容が抽象的すぎ，論理的に説明が難しい

ような出題は避けること。 

③ リスニング試験が実施されないことを補うために，また，中国語学習にとって重要な発音の理

解度を見るために，ピンインを重視して出題すること。 

⑶ 令和７年度の問題作成部会の見解を参考とすること。 

２ 内容・範囲  

第１問 Ａ～Ｃは昨年度と同じく発音の基礎を確認する問題であり，Ｄはピンインで示された文章を

使っているが，昨年度のような会話文を読んで，状況や発話者が伝えたい内容を選択する形式ではなく，

会話文の後にその会話についての問いかけがあり，問いかけに対する答えを選択する問題となった。ピ

ンイン学習を重視し，リスニング問題を補うだけでなく，会話の内容を的確に捉える思考力を重視する

傾向が続いている。また，Ａ，Ｂ，Ｄでは出題数が減り，第１問としては３問分，点数としては12点分

減っている。 

第１問 

計６問  

(計 24点) 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  

声母  韻母  声調  ピンインによる会話 

４点(４点×１問) ４点(４点×１問) ８点(４点×２問) ８点(４点×２問) 

Ａ 見出し語の下線部の声母（子音）と同じものが選択肢の中に幾つあるかを選ぶ形式である。見

出し語は，複数の発音を持つ漢字が含まれており，ピンインの表記，発音の理解を問う問題とし

て良問である。 

Ｂ 見出し語の下線部の韻母（母音）と同じものが選択肢の中に幾つあるかを選ぶ形式である。 
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